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※駐車場がございませんので自家用車でのご来場はご遠慮ください。

○気仙沼市外からおいでの方へ
・気仙沼港エースポート(フェリー乗り場)へは、JR気仙沼駅からタク
シーで10分程度です。

・気仙沼港エースポートから大島浦の浜港の乗船時間は約25分です。

シンポジウム終了後、大島浦の浜港17：30発のフェリーに乗船
し、JR気仙沼駅からJR大船渡線で一関、一関から新幹線に乗る
と、23：44には東京駅に到着いたします。
大島汽船ＨＰ 〉〉〉 http://oshimakisen.com/time-table/ 〒
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会場へのごあんない
参加は無料です。直接会場へお越し下さい。

大漁唄い上げは海の労働歌であった。唄い上げを歌いながら
櫓、櫂を漕ぐとき、単調な動作にリズム感を与え、櫓、櫂の調子を
揃え、更に気分を昂揚させて船を推進させることができた。
漁を終えて入港するとき、唄い上げの数によってその日の漁
模様を港で待つ家族に一早く知らせることもでき、大漁のときは
目出度い歌詞を七曲ぐらい唄いながら勇ましく入港するので
あった。
大島では唄い上げを「ご祝い」と呼んで、儀式のさいに歌った。
漁船の大事な行事の「お日待ち」の座敷では、全員が正座して熟
練者の発声に合せて歌い、はやすのであった。

（千葉　勝衛）
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会場付近の地図

気仙沼大島は昔から熟錬の船頭、船長など幹部船員の多く輩出する地として知られ
てきた。機械船時代になると、当時誰れもが未知であった船の操縦や発動機関の操作
技術を、課題の一つとして研究してきた。そこには漁船員たちの汗と涙と油にまみれて
の努力があった。大島ではいつの頃からか漁船経営者を志ざす人は減り、幹部船員を
目ざして勤勉に努力する人が多く、その結果優秀な漁労長、船長、機関長などが育ち、
全国各港の漁船のリーダーとして活躍するようになっていた。
今回、神奈川大学国際常民文化研究機構の共同研究「宮城県気仙沼大島における遠

洋漁業の歴史的変遷に関する研究ー震災救出資料を中心としてー」として研究を進め、
大島の漁船員たちの、その時々の働きの様子を小誌にまとめ、さらに共同研究フォーラ
ムとして発表することとした。碩学、光師の方々をはじめ、当事者である漁業者からもご
指摘を頂き研究を発展させたいと念じている。

（共同研究代表・千葉　勝衛）




